
R3年六角川氾濫の状況と
これからの流域対策について

基調講演

第９回流域管理と地域計画の連携方策に
関するワークショップ
令和3年12月1日（Webオンライン開催）
14:10-14:50

佐賀大学教授

大串 浩一郎
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六角川流域時間雨量比較（平成2年7月，令和元年8月，令和3年8月）

国交省水文・水質データベースより作図
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武雄時間雨量（1990年7月1～2日）
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武雄時間雨量（2019年8月27～28日）
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牛津川流域時間雨量比較（平成2年7月，令和元年8月，令和3年8月）

国交省水文・水質データベースより作図
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西多久時間雨量（1990年7月1～2日）
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西多久時間雨量（2019年8月27～28日）
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令和3年8月11日～15日
の5日間のそれぞれ1日
の六角川水系流域にお
ける解析雨量分布

8/11 8/12 8/13 8/14

8/15

凡例



2021/8/14令和3年8月14日の24時間の六角川
水系流域における解析雨量分布

令和3年8月14日は、九州北
部地方で線状降水帯による
猛烈な雨や非常に激しい雨
が降り続き、佐賀県嬉野市
で24時間降水量555.5mmと観
測史上1位を更新した。

気象庁HPより

8月14日は、六角川の

上・中流域で集中的に雨
が降り、外水上昇の状態
が継続し、内水排水が追
いつかなかった。

六角川



2021/8/11～2021/8/14
令和3年8月11日～15日の5日間の
六角川水系流域における累積の
解析雨量分布

六角川水系流域の
総降水量の比較

令和3年8月11日～15日

令和元年8月27日～29日

323,134千m3

169,681千m3

令和3年8月大雨は
令和元年8月豪雨の
ほぼ倍の量の雨

1km四方の解析雨量のデータ

を六角川水系流域全体
（341km2)について期間中の
総計により推定

六角川



六角川時間水位比較（平成2年7月，令和元年8月，令和3年8月）
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計画高水位5.972m
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新橋時間水位(TP)（2019年8月27～28日）

計画高水位5.972m

国交省水文・水質データベースより作図 ７
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牛津川時間水位比較（平成2年7月，令和元年8月，令和3年8月）
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妙見橋時間水位(TP)（1990年7月1～2日）

計画高水位10.08m
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妙見橋時間水位(TP)（2019年8月27～28日）

計画高水位10.08m

国交省水文・水質データベースより作図 ８
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計画高水位10.08m
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砥川大橋時間水位(TP)（1990年7月1～2日）

計画高水位5.519m
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計画高水位5.519m

牛津川時間水位比較（平成2年7月，令和元年8月，令和3年8月）

国交省水文・水質データベースより作図
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計画高水位5.519m
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武雄河川事務所資料令和3年・令和元年佐賀豪雨 六角川水位縦断図
10



令和3年・令和元年佐賀豪雨 六角川水位縦断図（拡大） 武雄河川事務所資料

この区間はR3の方が水位が高くなっている

11

新橋



佐賀新聞記事（令和3年11月14日）に加筆

浸水面積約6,900ha

浸水面積約5,800haR3年

R1年

R1年

R3年

R3年

12



令和元年8月佐賀豪雨（2019）と平成2年7月水害（1990）における六角川水系流域の
浸水図の比較

R1年

R1年

H2年

13



2m10cm

1m17cm

93cm

武雄市橘町大日
の民家の小屋 14



武雄市朝日町の
事務所前

浸水深＝
約92cm

15



現地調査による令和3年8月佐賀豪雨における浸水深分布 16



佐賀新聞記事（令和3年11月14日）

令和3年8月大雨による住宅被害

令和3年8月の大雨では、六角

川水系流域の被災住宅数は
2,625戸。

令和元年8月佐賀豪雨では、

六角川水系流域の被災住宅数
は2,936戸。

一方、佐賀市では令和元年
に約2,908戸が被災したの
に対し、

令和3年の佐賀市は403戸の
被災となった。

17

≒
≠

佐賀市
令和3年8月11～15日累計雨量
831.5mm
令和元年8月27～29日累計雨量
453mm

六
角
川
流
域



筑後川

嘉瀬川

六角川

松浦川

有明海

六角川流域と有明海

国土地理院デジタル標高地形図
https://www.gsi.go.jp/kankyochiri/degitalelevationma
p_kyushu.html 18



（武雄河川事務所資料）

19

http://www.qsr.mlit.go.jp/takeo/site_files/file/rokkaku/seibikeikaku/2019rokuseibian‐hon.pdf

六角川流域の特徴
 六角川が流入する有明海は湾奥で最大6mの干満差。
 六角川本川上流29kmまで潮が遡る。
 このため有明海の満潮時前後の内水氾濫時には
ポンプ排水が主となる。

 有明海から逆流する海水は濁度が高く
ガタ土が河道に堆積する。

 河道にはヨシが繁茂し、洪水の疎通を
妨げる傾向にある。

 河川堤防と山地部に挟まれた狭い地域で
内水氾濫の浸水深が非常に増大する。

 河川水位が高い満潮時に洪水が重なる
と、高い外水位のためポンプの
運転調整をせざるを得ない。

 武雄市は周りを山に囲まれ、海
から遠い所に低平地が広がるため
排水に時間がかかる。
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新月（大潮）満月（大潮） 下弦（小潮）

国土交通省水文水質データ
ベースより作成
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上弦（小潮）新月（大潮）
(m)



http://www.qsr.mlit.go.jp/takeo/site_files/file/03haisuipompgenjyou.pdf

六角川・牛津川の排水機場の現状

新橋

 現在、合計60箇所の排水機場設置（うち国交省管理16箇所）
 全排水機場稼働時，計360m3/sの排水が可能

■六角川では、排水能力
５０㎥/sの高橋排水機場
をはじめとして、３６箇
所 （総排水容量約２２０
㎥/s）の排水ポンプ場が
設置
※うち国交省管理９箇所
■牛津川では、排水能力
５０㎥/sの牛津江排水機
場をはじめとして、２４
箇所 （総排水容量約１４
０㎥/s）の排水ポンプ場
が設置
※うち国交省管理７箇所
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25
寺尾 寿信 卒業研究 平成28年より
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六角川流域の3D模型による概観

武雄市

白石町

大町町
江北町

有明海

牛津町

23



北方町新バイパス付近アパートの浸水状況（令和元年8月28日13:30頃、佐賀県撮影）24



25



平成19年
（2007）
土地利用図

昭和48年
（1948）
土地利用図

26



平成19年（2007）土地利用図とR3浸水図の重ね合わせ



六角川水系流域の土地利用別面積の推移（全体322km2）

km2
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（令和元年12月20日）

（武雄河川事務所資料） 29



（武雄河川事務所資料）
30



31

(1/30)

(S.28.6洪
水規模)

洪水調節前流量：2,080m3/s
洪水調節後流量：1,590m3/s

令和２年３月
六角川水系河川整備計画変更

基準地点：住ノ江橋

(1/90)



令和3年3月30日 国土交通省資料 32



令和3年3月30日 国土交通省資料 33



滋賀県HP 流域治水パンフレット「流域治水ってなあに？」より

https://www.pref.shiga.lg.jp/ippan/kendoseibi/kasenkoan/19554.html
34



滋賀県HP 流域治水パンフレット「流域治水ってなあに？」より

https://www.pref.shiga.lg.jp/ippan/kendoseibi/kasenkoan/19554.html
35滋賀県（2011）



武雄市における立地適正化計画策定の動き

武雄市における立地適正化計画の位置づけ

武雄市立地適正化計画策定のスケジュール
令和3年11月第1回委員会

令和5年3月第6回委員会

～
課題抽出、基本的方針、誘導
区域、防災指針、計画素案、
パブコメ結果と計画案

令和5年4月～6月 計画の事前周知期間

令和5年7月 計画公表・届出制度の受付開始

立地適正化計画とは 武雄市における誘導区域等設定の基本的考え方
立地適正化計画は、市町村が都市全体の観点から作
成する居住環境、福祉、医療、商業などの都市機能
の立地、公共交通の充実などの包括的なマスタープ
ラン。都市づくりの基本方針を定め、都市機能や居
住の誘導区域の設定とその施策の検討を行う。

武雄市立地適正化計画策定委員会資料



六角川中流域左岸側の特徴

• 高橋地区，北方地区，焼米地区は浸水深が深い
• 浸水深を低減するための対策が必要 36



山間部と低平地部の間に山際水路を設け、降雨時に山からの流水を低減
浸水被害の大きい北方地区で水路の効果を見るため、堰を設けて内水位の低
下の効果を見る．

〔１〕山際水路設置の提案

山際水路の位置図

山際水路

37



山際水路の追加による内水位の低減（北方地区）

0.93m

0.35m

水深

山際水路により水深は0.93mから0.35mに低下した（0.58m低下）

（避難可能な浸水深は大人男性で70cm以下、大人女性で50cm以下）

北方地区における山際堰高１ｍの有無による水位

１ｍ堰

38
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公表されている佐賀県ため池データベースによれば、

佐賀県におけるため池の数は2668個で、総貯水容量は44058.6千m3

このうち六角川流域に関連する市町については以下の通り。

ため池個数 総貯水量（千m3）

多久市 99 1,418

武雄市 455 10,491

小城市 32 830

大町町 18 862

江北町 30 1,107

白石町 13 1,559

合計 647 16,265

一方、令和元年8月佐賀豪雨において六角川流域で氾濫した水の総量は、約
40,000千m3と見積もられている。六角川流域の排水機場のポンプ総容量は約
360m3/s。もし、40,000千m3の水ををポンプだけで排水すれば約30.8時間必要。
しかし、有明海干潮時の自然排水が最大で約20,000千m3/6時間と見積もられて
いるので、残りをポンプで排水するとすれば、約15.4時間の排水時間が必要。
満潮前後の６時間にポンプで全て排水するためには残り12,200千m3をため池な
どで受け持つ必要がある。

朝日ダム 1320千m3

永池下 852千m3

焼米 772千m3

池ノ内 580千m3

嘉瀬川 402千m3

永谷 387千m3

永池上 381千m3

（青字は武雄市のため池）

〔２〕ため池活用の提案



ため池による内水対策（武雄市）

45

それぞれのため池が属する，焼米地区，芦原地区は
令和元年8月佐賀豪雨時，広い範囲で内水被害が発生した

 豪雨発生直前のため池の貯水率を下げることによって，
内水位を低減させる効果が得られるか検討

水門が閉じている場合のため池と河川の接続対象とするため池

六角川

焼米地区

芦原地区

ため池 最⼤貯⽔量(m3)
永⾕ため池 38.7万
焼⽶ため池 77.2万
永池下ため池 85.2万
永池中ため池 17.5万
永池上ため池 38.1万

焼⽶地区

芦原地区



ため池による内水対策 解析結果

41

解析の場合分け

焼⽶A 92
焼⽶B 60
焼⽶C 30
焼⽶D 0
永池A 97
永池B 60
永池C 30
永池D 0

焼⽶ため池

永池ため池

豪⾬直前貯⽔率(%)
←当時

←当時

• 降り始めの浸水深を0.5m以下に抑える

• 内水位低減効果＜堤内地への降雨

堤防から１ｍ地点における浸水深の時間変化 堤防から１ｍ地点における浸水深の時間変化

焼米 永池

避難に利用
できる時間

避難に利用
できる時間



〔３〕内水調整池の提案
内水調整池の設置場所

42



現況の再現

六角川水系総合治水対策検討業務報告書よりMIKEFloodによる浸水範囲の再現結果

現状

内水が溜まる様子を再現

今後
ポンプによる内水排除の再現
内水調整池モデルの作成
解析雨量を用いた雨量データの作成
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佐賀大学

佐賀県内の国・県・市町・NPO法人等と大学の地域防災研究を担う研究者らが情
報交換を行い、地域の防災・減災対策を進める上での諸課題を認識・共有し、そ
の解決のためのさまざまなアイデアを出し合い、相互の連携による解決策の検討
を行うことで、佐賀県内の防災・減災対策の実装に繋げていく。

佐賀大学SDGsプロジェクト研究所（地域防災減災研究プロジェクト）と佐賀県内地域
防災研究連絡会議について

44



令和３年度佐賀県内地域防災研究連絡会議　委員名簿 令和3年7月2日現在

所　属 役　職 氏　名 備　考

(1) 国土交通省　九州地方整備局　武雄河川事務所 所長 阿部　成二 地域防災調整官　髙橋英一

(2) 国土交通省　九州地方整備局　佐賀河川事務所 所長 亀園　隆 工務課長 平幸策

(3) 国土交通省　九州地方整備局　筑後川河川事務所 所長 松木　洋忠 地域防災調整官　山下

(4) 国土交通省　九州地方整備局　佐賀国道事務所 所長 沓掛　孝 計画課長　岩熊真一

(5) 佐賀県　県土整備部　河川砂防課 課長 満石　孝司

(6) 佐賀県　県土整備部　道路課 課長 片渕　宏一郎

(7) 佐賀県　県土整備部　まちづくり課 課長 天本　貴子

(8) 佐賀県　農林水産部　農山漁村課 農山漁村課長 島内　利昭 副課長　永石利文

(9) 佐賀県　政策部　危機管理・報道局　危機管理防災課 危機管理防災課長 宮原　浩二 副課長　山﨑吉孝

(10) 佐賀市　建設部　河川砂防課 課長 江口　弘行

(11) 武雄市　総務部　防災・減災課 課長 西山　丈晴 武雄市防災・減災課 鹿山

(12) 佐賀県土地改良事業団体連合会 専務理事 髙田　俊行 総務部総務企画課

(13) NPO法人技術交流フォーラム 事務局長 古賀　浩史 防災部会長　光武

(14) 佐賀県県土づくりコンサルタンツ協会 副会長 福島　裕充 西日本総合コンサルタント（株）代表取締役

(15) 佐賀県建設業協会 専務理事 山﨑　日出男 常務理事　川副健治

(16) 佐賀大学　理工学部　理工学科都市工学部門 教授 大串　浩一郎 プロジェクトメンバー

(17) 佐賀大学　理工学部　理工学科都市工学部門 教授 日野　剛徳 プロジェクトメンバー

(18) 佐賀大学　理工学部　理工学科都市工学部門 准教授 押川　英夫 プロジェクトメンバー

(19) 佐賀大学　理工学部　理工学科都市工学部門 准教授 後藤　隆太郎 プロジェクトメンバー

(20) 佐賀大学　理工学部　理工学科都市工学部門 准教授 猪八重　拓郎 プロジェクトメンバー

資料1

国

県

市

民間

大学

令和3年度佐賀県内地域防災研究連絡会議 委員名簿
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サガテレビ報道記事（6月3日）

佐賀県内地域防災研究連絡会議の報道について

佐賀新聞報道記事（6月4日朝刊）
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講演はこれで終わりです。

ご清聴、ありがとうございました。

47多布施川河畔公園にて


